
里の駅、直売所

小の岩の庄

県指定史跡

楢本磨崖仏
室町時代の石仏 45体が
彫り込まれている

市指定有形文化財

若宮社楼門
津房組総鎮守社

「若宮社」の楼門。
彫刻が見事

楢本の鏝絵群

市指定有形文化財
（地蔵菩薩像、聖観音菩薩像）

金龍寺
市指定史跡
地獄極楽
地獄・極楽の景が
彫り込まれた、
ミステリアスな洞窟

孝子右京の碑
長野県の善光寺まで
母を背負って参った、
親孝行者の碑

尾立板碑
水神様として祀られる

   お   だて   これ  たか

尾立維孝の碑
台湾総督府検察官庁、
郷土研究家を顕彰する碑

津房保育園

津房郵便局

津房館

喫茶 たかぎ

津房温泉
熱い湯温と泉質が
人気の温泉。
家族風呂あり

津房小学校

津房公民館
篤志家 後藤 久氏の
碑がある

駐在所

おらぶ観音
いたずら者の
「おらぶ（叫ぶ）」観音様

権現水
集落では、飲料水としても
使用する清水

国指定の名勝

東椎屋の滝
日本の滝百選、
九州華厳とも

市指定天然記念物

東椎屋のイチイガシ
樹齢 500年の
イチイガシ 2本が
向かい合う

滝見苑

丸田の水力発電所

須崎の水力発電所

丸田の石橋

仙人田茶屋

大内の神社
日出藩三代・

木下俊長寄進の鳥居

国境の滝
豊前の国と豊後の国との境にある滝

須崎の滝
国道 500号より眺望可能

エヒメアヤメの自生地

安心院
千代松丸の墓

毛無尾（けなしお）森林
津房地区の共有美林・
後藤 久氏の寄贈

雛戸（ひなど）溜池跡
明治 33年（1900）に
決壊し、大災害を起こした

こがらこの里

板場の鏝絵群
遠嶋家に 4点あり

板場の水路石橋

奈多落としの滝

県指定有形文化財

南光寺の仁王像

観光ぶどう園

観光ぶどう園

観光ぶどう園

観光ぶどう園

観光ぶどう園

ホタル鑑賞地

ホタル鑑賞地

九州自然動物公園　
アフリカンサファリ
日本最大級のサファリパーク。
野生動物を間近で観察できる

納豆工房
「大きな豆の木」

パンと器の店「ぱおぱお」

ホタル観賞地

イモリ谷入口

市指定天然記念物

伊藤博文直筆の
｢津房學校｣の書を所蔵
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宇 佐別府道路
安心院IC

大分農業
文化公園IC

速見IC

別府IC

湯布院IC

古来、津房（つぶさ）は、豊前・野麻郷（ぬ
まごう）・津布佐（つふさ）と呼ばれていま
した。9 万年前、宇佐山郷一帯は、阿蘇山大
噴火により湖となっていました。「津」は湖
の端、舟や筏の泊まり場を指し、麻とも読む
「布佐」は、湖が涸れた地に麻や穀物が実っ
たことを示しています。豊前、豊後の国境に
ある津房には、多くの古道がありました。

宇佐市安心院町の南部に位置する津房地区
は、人口約 1,600 人の純農業地帯です。米、
ぶどう、イチゴ等が栽培され、四季折々季節
の味覚を楽しむことができます。名瀑東椎屋
の滝やアフリカンサファリなど多くの観光地
を有し、隣接する別府市、由布市、杵築市な
どとも交流があります。
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この地図の情報は、平成 24年（2012）４月現在のものです。

津房探訪マップ
宇佐市安心院町

別府市街地から車で30分
宇佐市中心部より車で40分

8月中旬～9月末を中心に
ぶどう狩りが楽しめます。

観光ぶどう園

詳しくは、
宇佐市観光協会安心院支部
（0978-34-4839）へ
お問い合わせください
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